
第 13章 微分方程式

演習問題 13.1
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＋2 － ＝

この一般解は， ＋2 －1＝0 ＝－1± 2 ，つまり， ＝ －1± 2 を満足

する．

演習問題 13.2

1. ① 式(13.4)より， ＝ ε ＝
1

② 式(13.7)より， ＝ε ε ε ＋ ＝ε ε ＋ ＝ε ＋ ε

2. ① 式(13.11)より， ＝ ε ＋ ＋ ＝ －2ε＋ ＋

② ＝ε とすると， ″－
9
4
＝0の標準形となる．この式は，式(13.18)にお

ける ＝－
9
4
＜0 λ＝－

9
4

である．式(13.24)より

＝ε ε ＋ ε ＝ ε ＋ ε
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1
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＝－ln ＋

ln －1 ＝
1
－1
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－1＝ ε

＝ を代入して，

－ ＝ ε より， ＝ ε ＋

4. ① 式(13.4)より， ＝ ε ＝ ε

② 式(13.7)より， ＝ε ε ＋

＝ε ε ＋ ＝ε －ε ＋ ε ＋
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＝ε －ε －ε ＋ ＝ ε－ －1

5. ＝ とおくと

′＝ ′＋ ′

″＝ ″＋2 ′′＋ ″

式(１)は， ″＋ ′2 ′＋ ＋ ＋ ″＋ ′＝0

式(２)へ変形するために，2 ′＋ ＝0

式(13.4)より， ＝ε ＝ε

これを， の項に代入する．

＋ ″＋ ′＝ －
4

″＋ ′0＋ －
4

＝0

″＋ －
4

＝0

6. ① 式(13.11)より，

＝ ε ＋ ＋ ＝ ε－ 2 ε ＋ ＋

＝ ε－2 ε － ε ＋ ＋ ＝ ε－ 2 ε －2 ε － ε

＋2ε＋ ＋ ＝ ε－2 ε－ ε －2ε ＋2ε＋2ε＋ ＋

＝ε －4 ＋6＋ ＋

② ＝ε とすると， ″＋4 ＝0の標準形となる．これは，式(13.17)におけ

る ＝4＞0 λ＝4 である．式(13.24)より，

＝ε ＝ε sin2 ＋ cos2

7. 式(13.4)より，

＝ ε ＝ ε ＝ ε ＝ ε

＝0のとき， ＝ より， ＝ となる．

(注) 直列回路の方程式は， ＋ ＝ である．この式を で微分して， ＝

を代入すると ＋
1
＝0が得られる．

また，もとの方程式に ＝ を代入すると，演習問題15.3の3(215ページ)の

式となる．

4 問 題 解 答
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